
教育委員会（ ５月 ）会議録（要点筆記） 

招 集 年 月 日  令和 ６年 ５月２３日（木） 

招 集 の 場 所  白馬村役場 ３階 ３０２会議室 

開閉会の日時 

及 び 宣 言 

開 会 令和 ６年 ５月２３日（木）午後 １時２７分 

閉 会 令和 ６年 ５月２３日（木）午後 ２時５８分 

出 席 委 員 

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名 

教 育 長  横 川 秀 明 教育長職務代理者 幅 下  守 委 員 松 沢  亨 

委 員 武 田 弥 生 委 員 服 部 知 子   

事 務 局 

教 育 次 長 横 川 辰 彦 子育て支援課長 内 山 明 子 公 民 館 長 太 田 洋 一 

教 育 係 長 今 井 志 保     

      

会議の要旨 

  

１ 開 会 

［教育長］ 

開会を宣言した。  

 

２ 令和６年４月定例会の会議録について 

 ［教育長］ 

異議なく承認された。 

 

３ 報告 

 ○教育長報告 

５月８日に南小の学校運営協議会をスタートさせた。 

 13 日に県民文化課が岩岳で開催した信州学び円卓会議に参加した。知事もインターネットで参加して、白馬

インターナショナルスクールの生徒の育成と連携について、様々な先生や関係者から意見が出た。 

14、15 日に東京で開催された全国町村教育長会総会に参加した。主な内容は３つあり、１つめは、教職員

の働き方改革で、教職員特別手当を４%から 10%にする方向性が示された。全国の教育長の中には、給料を上

げて教員志望の人気が出るようなことは良くない。むしろ教職員の働き方を変えるべきという意見が出された。

文科省も、単に給料を上げるだけでなく、やらなければならない課題の検討をしているようだが、来年度予算で

給料が上がりそうな感じを受けた。２つめは、働き方改革の１つとしてクラブ活動の外部指導者の件である。ずい

ぶん温度差があり、積極的にやっている市町村もあるが、なかなか人材不足で学校との連携が出来ない市町

村も多いようだ。３つめは、文化財関係が文科省から移ることである。文化財関係は、やはり教育委員会が担当

した方が、学芸員との関係もあり良いのではないかという意見が出た。 

20日に県教委連絡協議会に参加して、学校間連携の話しと教科書選定の話しをした。 

 

○教育次長報告 

民生児童委員と学校の関わり方について、主任児童委員から申し出があり、５月１日に地域学校協働活動

推進員と話しを聞いた。民生児童委員と学校の関係が、コロナウイルス感染症流行以降、希薄になっている。

学校は担当地区の児童委員がわからない、児童委員はどこに児童生徒が居るかわからないという状況になっ

ている。校長教頭会議で、現状と児童委員の法的な立場などを説明し、情報共有の場を設けていただくよう話

した。当面は顔合わせや児童生徒の名簿共有から始めていく予定。 

スキー場の利用について、14 日に索道事業者協議会と昨シーズンの振り返りを行った。児童生徒のスキー

場利用は延べ 3434人だった。2022シーズンが 2721人、2021シーズンが 2921人だったので、リフト無料化



が浸透し、スキー場に出かける児童生徒が多くなり、成果が上がっている。本年度から、村が利用実績に応じた

負担金を支払うことになっており、当初 200 万円を計上したが、23 万円ほど不足したので、予算を流用して支

払う。 

白馬北小学校の漏水については、６月の運動会の振替休日に開削調査を予定していたが、４月から漏水量

が急激に増加して、1日 200tほどの漏水があり、急きょ 17日に工事を行った。昇降口の横で 25mmの水道管

がほぼ外れている状況で、修繕をして現在は落ち着いている。漏水により今月分の上下水道料が 200 万円ほ

どになったが、漏水で減免の申請をする予定。 

 

○子育て支援課長報告 

放課後子ども教室を、北小学校は６月から開始。南小は今までやっていなかったが、放課後児童クラブとの

一体型として、通知を出して開始する。子育て支援ルームは意外と利用者が少なく、最近０歳児の利用が多く

なっているので、０歳児からの支援を充実していきたい。親子教室は保育園に行っていない子の声掛けを進め

ていきたい。 

 

○公民館長報告 

５月18日に北安曇郡スポーツ祭が白馬村を会場に開催された。野球、ソフトボール、バレーボールに約 130

名が参加した。 

 本日、全国伝統的建造物群保存地区総会等研修会が長野市で開催され、村長と課長と担当者が出席して

いる。 

公民館関係は、５月に入り、６年度の公民館講座がスタートした。５つの講座を開講している。 

 

〇学校の報告 

５月 22日の校長教頭園長合同会議の報告に基づき、教育係長が報告した。 

 

〇保育園の報告 

５月 22日の校長教頭園長合同会議の報告に基づき、子育て支援課長が報告した。 

 

４ 議 事    

〇承認第 14号 白馬村公民館運営審議会委員の委嘱について 

 [公民館長]所属先の役員の改正により、３名を新たに委嘱する。 

 ・全員賛成で承認された。 

 

〇承認第 15号 通級指導教室への通級許可について 

 [子育て支援課長]小谷小学校で、今まで特別支援学級に居たが、通級指導になるもの。 

 ・全員賛成で承認された。 

 

〇承認第 16号 令和６年度会計年度任用職員の任用について 

 [教育課長]北小学校の１年生が急きょ２クラスになり、村費の講師が担任に入った関係で、新たに白馬北小

の講師を雇用するもの。期間は 12月 31日まで。 

 ・全員賛成で承認された。 

 

〇議案第 47号 白馬村一般会計補正予算第１号（教育予算）に対する意見について 

 ・子育て支援課長が、主管課の補正予算について、資料に基づき説明した（住民税非課税世帯への５万円

給付事業の子ども加算分、子育て支援施設建設に関する不動産鑑定と植生調査）。 

 ・全員賛成で可決された。 

 



〇議案第 48号 白馬村放課後児童クラブ条例施行規則の一部改正に対する意見について 

[子育て支援課長]利用変更届の様式を加えて、それに伴い他の様式の番号を変えた。変更の理由は、今ま

で、例えば家の都合等で２か月間利用しないと、一旦、退所届を出して、また再開するとき改めて利用届を出し

ていたが、保護者の手間暇や利便性を考えて、変更届を作った。一時休止期間や、住所や連絡先変更等、変

更に関わること全てを、この様式で申請可能になるようにした。 

 [委員]いつから施行か。 

 [子育て支援課長]公布の日から。 

 ・全員賛成で可決された。 

 

〇議案第 49号 白馬村文化財の指定について 

[公民館長]先月の定例教育委員会で文化財審議委員会に諮問することについて承認をいただいたので、諮

問した。５月 20 日に文化財審議委員会を開催し、当初、名称を神城断層塩島断層崖で諮問したが、文化財

審議委員会の中で、現地から崖はイメージしづらい。崖となると数メートル以上の断崖絶壁を思い浮かべるとい

う意見が出た。検討した結果、その場所にあるアーカイブ看板の表示が地表地震断層となっていることから、名

称を神城断層（塩島地表地震断層）と変更することで、白馬村指定文化財とするという答申をいただいた。 

 ・全員賛成で可決された。 

 

 〇議案 50号 令和６年度会計年度任用職員の任用について 

 [子育て支援課長]保育園の給食調理員の補充で、ようやく応募者があり、６月１日から今年度いっぱい勤務し

ていただくことになった。 

 ・全員賛成で可決された。 

 

 〇議案第 51号 県教育委員会及び市町村教育委員会相互の連絡調整について 

 [教育次長]教職員の人事についての了解事項と覚書で、人事については校長の意見を聞いて内申して県教

育で認めるという流れや了解事項等である。昨年度交わしたものが５月 31 日で切れるので、引き続き６月１日

から来年５月 31日まで、この覚書に沿って教職員の人事について事業を進めたい。 

 ・全員賛成で可決された。 

 

５ その他    

・図書館と子育て施設の整備方針に関する説明会について 

 ・子育て支援課長が、住民説明会で配布した資料に沿って説明した。４月 26 日に昼の部と夜の部に分けて

開催し、参加した住民は 45 名で昼の部は 30 名、夜の部が 15 名で、昼も夜も参加した方もいた。参加者は、

検討委員会に長く関わってこられたような方や、図書館を待っていたという方が多かった印象である。 

 

・第 27回 白馬スノーハープ クロスカントリー大会について 

[公民館長]第 27回 白馬スノーハープ クロスカントリー大会を７月 20日、21日の 2日間に開催する。 

 

・松川村教育長の異動報告書について 

・教育次長が資料に沿って説明した。 

 

・６月の日程について 

[教育次長]資料により説明。 

 

次回定例会日程案 

令和６年６月 25日（火）午前 10時半から。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署 名 欄 

教 育 長  

教  育  長 
職務代理者 

 

委  員  

委  員  

委  員  


